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0．前回の内容 

• 福田理軒が考案した「量尺」は目盛りのとり方が工夫されていた。 
• 山の高さを１としたとき，“山の高さ”と“観測地点から山の芯までの距離”
の比を用いることによって，計算を用いることなく山などの高さを測ること

ができた。 
 

0.1『測量集成』を江戸時代の人も評価している 

此書初編にて無算の人にても会得しやすき量尺の捷法を 詳
つまびら

かにし急務の

備要とし，又量地儀の測法
そくほう

を説き墨條に據
より

とく帋上
しじょう

に得る術をあげて粗
ほぼ

野外

の業に熟習するを示し量地入門の要領と次此編に至るに布算
ふさん

の上にて正精
せいせい

の

真数を求むるを主とす。  （『測量集成』第 2編第 2巻凡例より） 
 
 
 
＜現代語訳＞ 
この本の初編注１において計算のできない人でも修得しやすい量尺による測定

方法を明らかにしてとりあえずの必要な知識として，また量地儀で測定する方

法を説明して墨汁を使ってすばやく紙の上で得る方法を教えて，ほぼ野外での

測定の方法に習熟できるということを教え，測量入門の要点とこの本の次の編注

２に至るまでの計算で正確な正しい値を求めることを主なこととする。 
 
注 1：初編とは『測量集成』第 1編のこと。前回の授業でとりあげた測量法。 
注 2：次の編とは『測量集成』第３編のこと。 
 

 

 1



 

1．八線表とは 

中国から流入した江戸時代版の三角関数表である。八線とは下の図にあるよ

うな「正弦・余弦・正切・余切・正割・余割・正矢・余矢」のことである。数

値は半径が 1のときに対応する角で実際にできる線分の長さを記している。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 八線表は中国で編さんされた叢書『暦算全書』と『崇禎暦書』によって 1726
～1727 年（享保 11～12 年）にかけて日本に伝わった。江戸時代における西洋
書物の流入が中国経由であったのは鎖国政策のためである。この 2 つの書物を
建部賢弘の弟子である中根元圭が『八線表算法解義』として日本語に表して日

本に伝えたとされている。 
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正弦：線分 PC = θsin    余弦：線分 PD = θcos  

正切：線分 AE = θtan    余切：線分 BF =
θtan

1
 

正割：線分 OE =
θcos

1
   余割：線分 OF =

θsin
1
 

正矢：線分 AC = θcos1−   余矢：線分 BD = θsin1−  

 

 

メモ
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1.2 「八線表」と「三角関数表」を比較してみよう 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
備考 1：“1度 10分”は現代での“1.1度”を表す。 
備考 2：正弦・正切の値は上の角度と対応し余弦・余切の値は下の角度と対応。 
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比較して気がついたこと 
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2．「半円儀」・「量地儀」とは 

 半円儀は半円状に切断した板に円周を 180 に等分する目盛りを付け，直径の
ところに見通し穴のある檜の棒をつけた道具。 
 量地儀は下中図のように半円儀に逆針盤（方位磁石）と半円儀の目盛りを読

むための柱のある台座を付けた道具。さらに理軒は量地儀を独自に改良して経

緯儀という道具を考案した。 
 
 

量地儀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
半円儀 

 

経緯儀 
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3．『測量集成』にある八線表を用いた問題(第２編第２巻) 

いわくこうのところ

 

 
 
 
 
 
 
八線表を用ひて其直立を求むるには切線表を検し，甲所の高度八十度の余

切を査し〇一七六三二七〇を得る。十丁目の表下層にして下叚逆行にあり。

又乙の処の高度八四度の余切を査し〇一〇五一〇四二を得る。九丁目の表下

層にして下叚逆行に在。甲余切〇一七六三二七〇の内，乙余切〇一〇五一〇

四二を減し残り〇〇七一二二二八をもって進む間数三拾間を除き，山直立四

百二十一間二一三四を得る。又これに甲余切〇一七六三二七〇を乗じ甲所よ

り山の芯までの遠程七拾四間二七一三を得る。 
 

 量法に曰 甲所において山の絶頂を

見て高度八十度有。是より標的
めあて

へ真直
まっすぐ

に進むと三拾間にして再び山の絶頂

を見込と其
その

高度八十四度なり。 

 
 
＜現代語訳＞ 
 角度を測る方法により，甲のところにおいて山の頂上を見るとその高度は 80
度あった。これより目当てに真っ直ぐ前に３０間進んで再び山の頂上を見ると

その高度は 84度であった。八線表を用いてその山の高さを求めるのには切線表 
注１を調べて，甲の所の高度 80度の余切を見て 0.1763270を得る。これは 10ペ
ージ目の表の下層の下逆の行にある。また乙のところの高度 84度の余切を見て
0.1051042 を得る。これは 9 ページ目の表の下層の下逆にある。甲の余切の値
0.1763270から乙の余切の値 0.1051042を引き，さらにその差の 0.0712228で
進んだ間数の 30間を割れば，山の高さの 421間 2134を得る。またこれに余切
0.1763270を掛けて甲のところから山の中心までの距離 74間 2713を得る。 
 
注 1：切線表は八線表の中の１つ 
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∠芯甲丙＝８０° 

∠芯乙丙＝８４° 

甲乙＝３０間 
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授業研究 2日目ワークシート 

２年５組  番 氏名            

量地儀を使って教室の壁に貼ってある紐の高さを測ってみよう 

 

 

=
∠

=∠
DAC

DAC
tan

1
の余切    （八線表の値） 

=
∠

=∠
DBC

DBC
tan

1
の余切    （八線表の値） 
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